
平成２６年度 第２回 三重労働局公共調達監視委員会議事概要 
                       平成２６年１１月１１日（火） 
                       津第二地方合同庁舎 地下１階 共用会議室 
 
１、 あいさつ 

総務部長あいさつ 
 
２、 契約案件の審議等 

・平成２６年度第２回公共調達審査会審議結果報告 
  開催日            ：平成２６年１０月２２日（水） 
  開催場所           ：津第二地方合同庁舎 地下１階共用会議室 
  審査対象期間         ：平成２６年５月１日から平成２６年８月３１日まで 
  審査対象契約案件及び審査案件 ：審査対象契約案件５件中審査案件４件 
  審査結果           ：全ての案件において適正 

 
  ・監視委員会抽出報告 

  新規案件については全てを抽出した。 
  公共工事の競争入札、随意契約については該当契約案件なし。物品・役務等の競争入札か

ら１件、物品・役務等の随意契約から３件、合計４件を抽出した。 
 

  ・契約案件審議 
 
整理番号１『一般健康診断及び特殊健康診断業務委託契約』（所見なし） 

委員：健康診断は例年ある案件だと思うが、今回の入札者は１者だけだったのか。 
会計：健康診断は各署所で受診する仕様になっていますが、桑名所については所内での受診場

所がなく、レントゲン車と胃検診車の駐車スペースもないため、業者が健康診断の受診場

所等を確保することになっています。 
そのため、業者が健康診断会場等を借上げようとすると、桑名所は桑名駅前に立地して

いるので、会場確保等の経費が高額になると思われますが、今回の契約業者は桑名所の近

隣に立地しており、会場等を別途借上げる必要がありませんでした。 
   しかし、他の業者の場合は会場確保のための経費が必要となるため、入札が 1 者だった

のかもしれません。 
 
整理番号２『実践型地域雇用創造事業（平成２６年度～平成２８年度）委託契約』（所見なし） 

委員：今回契約をした名張市雇用創造協議会は、名張市の関係団体なのか。 
会計：はい、事務所は名張市役所内にあり、代表者は名張市長になります。 
委員：今回の契約は随意契約になるのか。 
会計：はい、契約の事務手続きは三重労働局で行いますが、それ以前の業者の選定については、

直接、厚生労働省が「実践型地域雇用創造事業の実施地域の募集」を募り、選抜・評価委

員会において業者を選定しています。 



委員：委託事業の実施状況についてはチェックをするのか。 
会計：今回の契約は複数年度の契約ですが、各年度終了後に監査を実施し、実際の経費が契約

金額以下の場合は返納することになります。 
 

整理番号３『医療労務管理支援事業委託契約』（所見なし） 
委員：委託費交付内訳で経費が「三重県委託事業と折半」と記載されているが、具体的にはど

のようなことなのか。 
会計：今回の委託契約先の団体は、三重県からも同様の事業委託を受けており、そのような場

合は経費を折半できる規定があるため、事業費を折半することになっています。  
 

整理番号４『中長期的なキャリア形成を支援するためのキャリア・コンサルティング等の実施委託

契約』（所見なし） 
委員：委託費積算内訳の人件費で「諸税及び事業主負担分」という項目があるが、この諸税と

は具体的に何なのか。 
会計：今回の委託費積算内訳は、事業経費積算する際の指定様式に沿って作成されていますが、

指定様式の説明書きに「諸税及び負担金」欄には、「健康保険料、厚生年金保険料、労働

保険料（雇用・労災）及び介護保険料の事業主負担に係る経費を記載」とありますので、

社会保険料、労働保険料等の経費を計上しています。 
委員：今回の事業は、一般社団法人日本産業カウンセラー協会が日本全国の事業委託を受けて

いるのか。 
   また、他の団体からの問い合わせ等はないのか。 
会計：他局の詳細な状況は分かりかねますが、全ての労働局が一般社団法人日本産業カウンセ

ラー協会と契約しているわけではないようです。 
また、三重局の場合は企画競争の公示時には、２団体が企画募集要領の説明を受けまし

たが、企画競争に応募したのは一般社団法人日本産業カウンセラー協会だけでした。 
委員：各ハローワークを巡回相談するカウンセラーは、どこの常駐しているのか。 
会計：委託契約を交わしているのは団体の本部（東京都港区）ですが、津市内に事務所があり

ますので、そこから各ハローワークへ巡回します。 
 

                                         以 上 


